
(57)【要約】

【課題】　発振特性の変動が少なく、また、低電圧から

の安定発振を可能とする発振回路を提供する。

【解決手段】　インバータ回路と、インバータ回路に並

列に接続された帰還抵抗と、帰還抵抗の一端と電源との

間に接続された第１の容量と、帰還抵抗の他端と電源と

の間に接続された第２の容量とを有し、前記インバータ

回路に水晶振動子を並列に接続することにより発振出力

を生成する発振回路において、前記インバータ回路は、

電源電圧と定電圧との間に直列に接続されたＰｃｈＭＯ

ＳトランジスタおよびＮｃｈＭＯＳトランジスタと、第

３の容量とを有し、これらトランジスタのうち前記定電

位に電流通路の一端が接続された方のトランジスタのゲ

ートに前記第３の容量を介してインバータ回路の入力信

号が与えられる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ン バ ー タ 回 路 と 、 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 に 並 列 に 接 続 さ れ た 帰 還 抵 抗 と 、 前 記 帰 還 抵 抗
の 一 端 と 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １ の 容 量 と 、 前 記 帰 還 抵 抗 の 他 端 と 電 源 と の 間 に 接 続
さ れ た 第 ２ の 容 量 と を 有 し 、 前 記 イ ン バ ー タ に 水 晶 振 動 子 を 並 列 に 接 続 す る こ と に よ り 発
振 出 力 を 生 成 す る 発 振 回 路 に お い て 、 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 は 、 電 源 電 圧 と 定 電 圧 と の 間 に
直 列 に 接 続 さ れ た Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ お よ び Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 ３ の
容 量 と を 有 し 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の う ち 前 記 定 電 位 に 電 流 通 路 の 一 端 が 接 続 さ れ た 方 の ト
ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 前 記 第 ３ の 容 量 を 介 し て イ ン バ ー タ 回 路 の 入 力 信 号 が 与 え ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 発 振 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 振 回 路 は 定 電 圧 回 路 に よ り 生 成 さ れ る 電 圧 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 発 振 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 振 回 路 は 、 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 と 前 記 帰 還 抵 抗 と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た
出 力 抵 抗 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 発 振 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 水 晶 振 動 子 を 用 い た 発 振 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 発 振 回 路 の 構 成 を 図 ３ に 示 す 。 発 振 回 路 は 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ と Ｎ ｃ
ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ と が 高 電 位 電 源 （ 電 源 電 圧 ） と 低 電 位 電 源 （ 接 地 電 位 ） と の 間 で
直 列 接 続 し 構 成 さ れ る イ ン バ ー タ 回 路 と 、 該 イ ン バ ー タ 回 路 の 入 出 力 端 子 間 に 接 続 さ れ た
水 晶 振 動 子 １ 及 び 帰 還 抵 抗 ４ と を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 入 力 端 は 第 １ の 容 量 ６ を 介 し て
低 電 位 電 源 と 接 続 さ れ 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 端 は 第 ２ の 容 量 ７ を 介 し て 低 電 位 電 源 と 接
続 さ れ て い る 。 か か る 発 振 回 路 の 構 成 は 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ０ ６ ５ ０ に 記 載 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ８ ０ ６ ５ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 発 振 回 路 で は 、 イ ン バ ー タ 回 路 が 電 源 電 圧 と 接 地 電 位 間 に 接 続 さ れ る よ う な 電 源
電 圧 を 印 加 す る 形 式 で あ っ た た め 、 電 源 電 圧 の 変 動 に 起 因 し て 発 振 特 性 の 変 動 が 大 き か っ
た 。 さ ら に 発 振 振 幅 が 大 き く 、 水 晶 振 動 子 に 流 れ る 電 流 が 大 き い た め 異 常 発 振 が 出 易 い 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 発 振 特 性 の 変 動 を 低 減 す る 手 段 と し て 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 接 続 さ れ る 高 電 位
電 源 を 、 電 源 電 圧 で は な く 定 電 圧 回 路 を 用 い て 定 電 圧 に す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し な
が ら 、 該 定 電 圧 は そ の 動 作 上 、 イ ン バ ー タ 回 路 に 用 い ら れ て い る Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ２ の し き い 値 と Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ の し き い 値 と の 和 以 上 に 設 定 し な け れ ば い
け な い た め 、 低 電 圧 で 安 定 発 振 さ せ る の が 困 難 で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 発 振 回 路 は 、 イ ン バ ー タ 回 路 と 、 前 記 イ ン バ ー タ
回 路 に 並 列 に 接 続 さ れ た 帰 還 抵 抗 と 、 前 記 帰 還 抵 抗 の 一 端 と 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 １
の 容 量 と 、 前 記 帰 還 抵 抗 の 他 端 と 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 容 量 と を 有 し て お り 、 前
記 イ ン バ ー タ に 水 晶 振 動 子 を 並 列 に 接 続 す る こ と に よ り 発 振 出 力 を 生 成 す る 発 振 回 路 に お
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い て 、 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 は 、 電 源 電 圧 と 定 電 圧 と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ
ト ラ ン ジ ス タ お よ び Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 、 第 ３ の 容 量 と を 有 し 、 前 記 ト ラ ン ジ ス
タ の う ち 前 記 定 電 位 に 電 流 通 路 の 一 端 が 接 続 さ れ た 方 の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に は 前 記 第
３ の 容 量 を 介 し て イ ン バ ー タ 回 路 の 入 力 信 号 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 発 振 回 路 は 定 電 圧 回 路 に よ り 生 成 さ れ る 電 圧 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 発 振 回 路 は 、 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 と 前 記 帰 還 抵 抗 と の 間 に 直 列 に 接 続
さ れ た 出 力 抵 抗 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 発 振 イ ン バ ー タ 回 路 の Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 又 は Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト を 容 量 を 介 し て 信 号 が 入 力 さ れ る こ と に よ り 、 低 電 圧 か ら の 発 振 開 始
が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 発 振 回 路 を 定 電 圧 回 路 で 駆 動 す る こ と に よ り 、 高 安 定 、 低 消 費 電 流 を 可 能 と す る
。
　 更 に 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 と 前 記 帰 還 抵 抗 と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ た 出 力 抵 抗 を 有 す
る こ と に よ り 、 安 定 発 振 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト を カ ッ プ リ ン グ し て い る た
め 、 低 電 圧 か ら の 安 定 発 振 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 発 振 振 幅 が 小 さ い た め 、 水 晶 振 動 子 に
流 れ る 電 流 が 少 な く 、 出 力 抵 抗 を 接 続 す る こ と で さ ら な る 水 晶 電 流 の 削 減 を 可 能 と し 、 異
常 発 振 が 起 こ り 難 い 発 振 回 路 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の
実 施 の 形 態 に 係 わ る 発 振 回 路 を 示 し て い る 。 発 振 回 路 は 、 イ ン バ ー タ 回 路 と 、 該 イ ン バ ー
タ 回 路 の 入 出 力 端 子 間 に 接 続 さ れ た 水 晶 振 動 子 ２ １ 及 び 帰 還 抵 抗 ２ ４ と を 有 し 、 イ ン バ ー
タ 回 路 の 入 力 端 は 第 １ の 容 量 ２ ６ を 介 し て 低 電 位 電 源 と 接 続 さ れ 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力
端 は 抵 抗 素 子 ２ ５ 、 第 ２ の 容 量 ２ ７ を 介 し て 低 電 位 電 源 と 接 続 さ れ て い る 。 出 力 抵 抗 ２ ５
は 、 帰 還 回 路 の 位 相 の 安 定 化 お よ び 水 晶 振 動 子 ２ １ に 印 加 さ れ る 振 幅 レ ベ ル の 減 少 の た め
に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 発 振 回 路 に お け る イ ン バ ー タ 回 路 は 、 高 電 位 （ 定 電 位 Ｖ ｒ ｅ ｆ ） と 低 電
位 電 源 （ 接 地 電 位 ） と の 間 で 直 列 接 続 し 構 成 さ れ る Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と Ｎ ｃ
ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ と を 有 し 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が 接 続 さ れ る 高 電 位
は 、 定 電 位 回 路 を 用 い て 生 成 さ れ る 定 電 位 （ Ｖ ｒ ｅ ｆ ） が 供 給 さ れ る 。 更 に 、 そ の ソ ー ス
が 定 電 位 （ Ｖ ｒ ｅ ｆ ） に 接 続 さ れ ド レ イ ン と ゲ ー ト が 共 通 接 続 さ れ た Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン
ジ ス タ ２ ８ と 、 一 端 が Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ８ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ 他 端 が 低 電 位
電 源 に 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 ２ ９ と 、 一 端 が Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ８ の ド レ イ ン に 接
続 さ れ 他 端 が Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 １ １ と 、 Ｐ ｃ
ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト と 第 １ の 容 量 ２ ６ と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 容 量 １ ０
と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ８ 及 び 抵 抗 素 子 ２ ９ は 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の
ゲ ー ト バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る た め の 素 子 で あ り 、 第 ３ の 容 量 １ ０ は イ ン バ ー タ の バ イ ア
ス 回 路 と Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト を Ａ Ｃ 的 に 分 離 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト に は 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ８ 及 び 抵 抗
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素 子 ２ ９ で 決 定 さ れ る バ イ ア ス 電 圧 を 中 心 に 、 カ ッ プ リ ン グ 容 量 １ ０ を 介 し て 入 力 さ れ る
信 号 が 印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ８ 及 び 抵 抗 素 子 ２ ９ で 決 定 さ れ
る バ イ ア ス 電 圧 を 適 正 に 選 択 す る こ と に よ り 、 イ ン バ ー タ 回 路 に 印 加 さ れ る 電 圧 が 低 い 場
合 で も 、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の し き い 値 に 影 響 さ れ ず 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ
ス タ ２ ３ の し き い 値 ＋ α の 電 圧 で 発 振 開 始 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 発 振 回 路 を 定 電 圧
で 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 低 電 圧 動 作 か つ 発 振 特 性 の 電 源 電 圧 依 存 性 が 少 な い 発 振 回 路 の
構 成 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 発 振 回 路 で あ り 、 イ ン バ ー タ 回 路 の Ｎ ｃ ｈ Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト を カ ッ プ リ ン グ す る 場 合 の 回 路 例 で あ る 。
　 発 振 回 路 は 、 イ ン バ ー タ 回 路 と 、 該 イ ン バ ー タ 回 路 の 入 出 力 端 子 間 に 接 続 さ れ た 水 晶 振
動 子 ３ １ 及 び 帰 還 抵 抗 ３ ４ と を 有 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 入 力 端 は 第 １ の 容 量 ３ ６ を 介 し て
高 電 位 電 源 と 接 続 さ れ 、 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 端 は 抵 抗 素 子 ３ ５ 、 第 ２ の 容 量 ３ ７ を 介 し
て 高 電 位 電 源 と 接 続 さ れ て い る 。 出 力 抵 抗 ３ ５ は 、 帰 還 回 路 の 位 相 の 安 定 化 お よ び 水 晶 振
動 子 ３ １ に 印 加 さ れ る 振 幅 レ ベ ル の 減 少 の た め に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 発 振 回 路 に お け る イ ン バ ー タ 回 路 は 、 高 電 位 電 源 （ 電 源 電 位 ） と 低 電 位
電 源 （ 定 電 位 ） と の 間 で 直 列 接 続 し 構 成 さ れ る Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ と Ｎ ｃ ｈ Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ と を 有 し 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ が 接 続 さ れ る 低 電 位 は 、
定 電 位 回 路 を 用 い て 生 成 さ れ る 定 電 位 （ Ｖ ｒ ｅ ｆ ） が 供 給 さ れ る 。 更 に 、 そ の ソ ー ス が 定
電 位 （ Ｖ ｒ ｅ ｆ ） に 接 続 さ れ ド レ イ ン と ゲ ー ト が 共 通 接 続 さ れ た Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ３ ８ と 、 一 端 が Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ の ド レ イ ン に 接 続 さ れ 他 端 が 高 電 位 電 源
に 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 ３ ９ と 、 一 端 が Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ の ド レ イ ン に 接 続 さ
れ 他 端 が Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 ４ １ と 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ の ゲ ー ト と 第 １ の 容 量 ３ ６ と の 間 に 接 続 さ れ た 第 ３ の 容 量 ４ ０ と を
有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ 及 び 抵 抗 素 子 ３ ９ は 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ の
ゲ ー ト バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る た め の 素 子 で あ り 、 第 ３ の 容 量 ４ ０ は イ ン バ ー タ の バ イ ア
ス 回 路 と Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ の ゲ ー ト を Ａ Ｃ 的 に 分 離 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ３ の ゲ ー ト に は 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ 及 び 抵 抗
素 子 ３ ９ で 決 定 さ れ る バ イ ア ス 電 圧 を 中 心 に 、 第 ３ の 容 量 ４ ０ を 介 し て 入 力 さ れ る 信 号 が
印 加 さ れ る 。 従 っ て 、 Ｎ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ 及 び 抵 抗 素 子 ３ ９ で 決 定 さ れ る バ イ
ア ス 電 圧 を 適 正 に 選 択 す る こ と に よ り 、 イ ン バ ー タ 回 路 に 印 加 さ れ る 電 圧 が 低 い 場 合 で も
、 Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の し き い 値 ＋ α の 電 圧 で 発 振 開 始 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 発 振 回 路 を 定 電 圧 で 動 作 さ せ る こ と に よ り 、 低 電 圧 動 作 か つ 発 振 特 性 の 電 源 電 圧 依
存 性 が 少 な い 発 振 回 路 の 構 成 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 イ ン バ ー タ 回 路 を 構 成 す る Ｐ ｃ ｈ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ 又 は Ｎ ｃ ｈ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の 一 方 の み を 容 量 を 介 し て 信 号 を 入 力 さ せ た が 、 両 方 の ト ラ ン ジ ス タ
に 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 発 振 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 わ る 発 振 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 従 来 技 術 の お け る 発 振 回 路 の 一 般 的 な 構 成 を 示 し た 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ 、 ２ １ 、 ３ １ ： 水 晶 振 動 子
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６ 、 ２ ６ 、 ３ ６ ： 第 １ の 容 量
７ 、 ２ ７ 、 ３ ７ ： 第 ２ の 容 量
１ ０ 、 ４ ０ ： 第 ３ の 容 量 、
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【 図 ３ 】
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